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今
年
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
天
地
人
」
の
放
送
を
は
じ

め
、
「
新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」

「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
「
大

地
の
芸
術
祭
」
な
ど
、
新
潟
県

を
舞
台
と
し
た
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

本
県
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る

「
天
地
人
」
は
、
放
送
開
始
か

ら
こ
れ
ま
で
「
篤
姫
」
を
上
回

る
高
視
聴
率
を
維
持
し
て
お

り
、
ゆ
か
り
の
地
を
は
じ
め
と

し
た
本
県
へ
の
誘
客
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り

新
潟
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
開
催
す
る
新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
全

国
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
地
域
の
魅
力
向

上
と
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を

図
り
、
旅
行
会
社
な
ど
の
商
品

造
成
に
合
わ
せ
た
企
画
提
案
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

新
潟
県
の
本
物
の
魅
力
を
多

く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、

地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
心
の
絆
を
深
め
、
「
ま
た

新
潟
に
来
て
み
た
い
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

特
別

寄
稿

新
潟
県
知
事
・
泉
田
裕
彦

新潟県は今年を「大観光交流年」と位置づけ、観光立県実現へ大きな一歩を踏み出した。

１月１日には「観光立県推進条例」も施行し、県全体での取り組みも宣言した。NHK大河

ドラマ「天地人」のスタート、３年に一度の「大地の芸術祭」、そして１０月には JRグループ

と連携し「新潟デスティネーションキャンペーン」（新潟ＤＣ）も始まる。不況の影響で観光

業界も厳しい状況にあるが、こうした追い風を生かし、全国に新潟の魅力を発信する。

地域の魅力向上と

受入態勢の充実図り

再訪につなげる

「
食
」テ
ー
マ
に

１０
〜
１２
月
実
施

新
潟
県
は
１０
月
か
ら
１２
月
ま

で
、
地
元
の
観
光
関
係
者
や
自

治
体
が
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
一
緒

に
な
っ
て
「
新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）」を
展
開
す
る
。
米
、
酒
、

魚
に
代
表
さ
れ
る
新
潟
の
食
の

魅
力
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
地

域
な
ら
で
は
の
歴
史
、
文
化
、

人
な
ど
の
物
語
を
付
加
し
て
全

国
に
発
信
す
る
。

昨
年
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
期
間

中
（
１０
〜
１２
月
）
の
観
光
客
入

り
込
み
数
（
抽
出
調
査
）
は
前

年
同
期
比
１１
・
２
％
増
の
約
４

６
３
万
人
と
大
き
く
増
え
、「
各

地
域
で
実
施
し
た
お
も
て
な
し

企
画
の
効
果
が
表
れ
た
」
（
県

観
光
協
会
）
と
手
ご
た
え
を
つ

か
ん
だ
。

Ｄ
Ｃ
本
番
で
は
食
を
中
心
と

し
た
お
も
て
な
し
企
画
を
さ
ら

に
磨
き
上
げ
、
豪
農
の
館
で
の

食
事
体
験
、
棚
田
や
紅
葉
を
眺

め
な
が
ら
の
食
事
、
新
潟
芸
妓

を
気
軽
に
楽
し
む
、
温
泉
地
で

の
特
別
料
理
の

提
供

な
ど

工
夫
を
凝
ら
し

た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
列

車
の
運
転
は
も

ち
ろ
ん
、
受
け

入
れ
態
勢
充
実

の
た
め
二
次
交

通
も
整
備
す

る
。
レ
ト
ロ
調

の
バ
ス
で
村
上

の
町
屋
や
瀬
波

温
泉
を
巡
る

「
城
下
町
村
上

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

号
」
の
運
転
や
ニ
イ
ガ
タ
検
定

合
格
ド
ラ
イ
バ
ー
が
案
内
す
る

観
光
タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
、

様
々
な
選
択
肢
を
用
意
し
観
光

客
を
迎
え
る
。

「
宣
伝
展
開
も
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
全
国

に
情
報
発
信
す
る
」
（
同
）
予

定
だ
。

豊かな自然と
食材の宝庫

新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�木 言芳
ＪＲ東日本執行役員新潟支社長

皆
さ
ん
は
新
潟
の
茶
豆
を
ご

存
じ
で
す
か
。
外
見
は
枝
豆
と

同
じ
で
す
が
、
こ
れ
を
ゆ
で
た

時
の
香
り
と
味
わ
い
は
「
う
ま

い
！
」
の
一
言
で
す
。
新
潟
県

民
は
こ
の
茶
豆
を
夏
に
な
る

と
、
丼
や
ザ
ル
に
入
れ
て
お
や

つ
代
わ
り
や
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み

と
し
て
毎
日
の
よ
う
に
食
べ
て

い
ま
す
の
で
、
１
人
当
た
り
の

枝
豆
消
費
量
は
全
国
屈
指
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
「
う
ま
さ
」
を
詰
め

込
ん
だ
「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
」

を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
と
し
た
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
こ
の
秋
、
新
潟
・
庄
内
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
の

お
客
さ
ま
を
雪
国
な
ら
で
は
の

人
情
溢
れ
る
お
も
て
な
し
で
お

迎
え
し
ま
す
。

新
潟
県
及
び
山
形
県
庄
内
地

域
は
２
千
�
級
の
山
並
み
に
囲

ま
れ
、
そ
の
豊
富
な
雪
解
け
水

が
日
本
一
の
大
河
・
信
濃
川
や

阿
賀
野
川
に
流
れ
、
越
後
平
野

を
潤
し
、
お
い
し
い
米
を
は
じ

め
、
多
く
の
野
菜
や
果
物
を
産

出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
河
川
か
ら
の
恵
み
が

日
本
海
の
豊
富
な
魚
介
類
を
育

て
、
一
部
は
地
下
水
と
な
っ
て

醸
造
に
最
適
な
清
水
と
な
り
、

端
麗
な
日
本
酒
や
芳
醇
な
醤

油
、
味
噌
な
ど
の
醸
造
・
発
酵

食
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

ん
な
豊
か
な
自
然
と
食
材

の
宝
庫
で
あ
る
新
潟
・
庄
内
へ

の
皆
さ
ま
の
ご
来
訪
を
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

米どころ酒どころ
そして四季の喜びが
後藤 靖子
国土交通省北陸信越運輸局長 �

新
潟
Ｄ
Ｃ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

メ
ー
ン
ロ
ゴＮ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地

人
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
潟
、

会
津
、
山
形
を
舞
台
に
生
き
た

上
杉
の
武
将
・
直
江
兼
続
の
物

語
。
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
も
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
風
景
も
毎

回
楽
し
み
で
す
。

一
面
の
雪
景
色
、
水
を
は
っ

た
棚
田
、
稲
穂
が
金
色
に
輝
く

実
り
の
秋
、
他
国
と
つ
な
が
る

海
、
人
々
の
暮
ら
し
を
見
守
る

山
々
。
戦
国
の
乱
世
に
「
愛
」

と
「
義
」
を
掲
げ
た
そ
の
生
き

様
は
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
の

で
す
。
風
景
と
人
は
と
も
に
歴

史
の
蓄
積
の
中
で
存
在
し
ま

す
。新

潟
は
何
と
言
っ
て
も
米
ど

こ
ろ
酒
ど
こ
ろ
。
で
も
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
春
を
告

げ
る
雪
割
草
、
カ
タ
ク
リ
、
カ

ン
ゾ
ウ
な
ど
可
憐
な
花
、
夏
を

彩
る
花
火
、
紅
葉
、
雪
祭
り
。

こ
の
地
に
は
四
季
の
喜
び
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
北
前
船
な
ど
の
交
流

の
歴
史
が
育
て
た
ま
ち
の
表
情

が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
歩
い
て

み
る
と
今
も
存
在
し
、
一
方
で

大
地
の
芸
術
祭
な
ど
新
し
い
芸

術
と
文
化
の
創
造
も
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
に
い
る
私
た
ち
は
、

こ
こ
だ
け
に
し
か
な
い
魅
力
を

発
掘
し
磨
き
伝
え
、
持
続
で
き

る
観
光
地
を
目
指
し
ま
す
。
こ

う
ご
期
待
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

各
地
で
開
催

新
潟
県
な
ど
が
舞
台
と
な
っ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地

人
」
。
高
視
聴
率
で
推
移
し
、

好
調
な
滑
り
出
し
と
な
っ
て
い

る
。
第
１
回
か
ら
８
回
ま
で
の

平
均
視
聴
率
は
２４
・
３
％
で
、

「
篤
姫
」
の
２１
・
９
％
を
上
回

っ
て
い
る
。
ゆ
か
り
の
地
で
は

「
天
地
人
」
の
幟
旗
が
至
る
所

に
立
っ
て
お
り
、
観
光
客
を
ド

ラ
マ
の
世
界
に
誘
う
。

南
魚
沼
市
で
は
「
愛
・
天
地

人
博

南
魚
沼
」
、
上
越
市
で

は
「
越
後
上
越

天
地
人
博
」

と
い
っ
た
「
天
地
人
」
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
お
り
、

甲
冑
着
用
体
験
や
ス
タ
ジ
オ
セ

ッ
ト
の
再
現
な
ど
で
ド
ラ
マ
の

世
界
を
体
験
で
き
る
。
ま
た
、

ゆ
か
り
の
各
地
の
料
理
店
で
は

上
杉
軍
の
出
陣
の
際
の
言
い
伝

え
に
ち
な
ん
だ
料
理
も
提
供
す

る
。こ

の
ほ
か
、
「
兼
続
公
ま
つ

り
」（
南
魚
沼
市
・
８
月
予
定
）、

「
長
岡
ま
つ
り
『
天
地
人
花

火
』」（
長
岡
市
・
８
月
予
定
）、

「
謙
信
公
祭
」
（
上
越
市
・
８

月
）
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
目

白
押
し
だ
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
や
関
連
施
設

を
め
ぐ
る
定
期
観
光
バ
ス
や
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
二
次

交
通
も
整
備
さ
れ
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
見
学
に
は
便
利
だ
。
「
天

地
人
」
ゆ
か
り
の
史
跡
や
食
な

ど
を
紹
介
す
る
旅
行
者
向
け
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
も
制
作
さ
れ
て
お

り
、
「
天
地
人
観
光
」
に
は
欠

か
せ
な
い
。

ゆ
か
り
の
各
地
を
案
内
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
活
動

し
て
お
り
、
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
て
い
る
。

天
地
人

豪
農
の
館
「
北
方
文
化
博
物
館
」
は
登

録
有
形
文
化
財
で
も
あ
る
（
新
潟
市
）

安心・安全・
美味しい新潟の宿
野澤 幸司
新潟県旅館組合理事長

春
の
新
潟
の
見
ど
こ
ろ
の
１

つ
は
、
花
。
県
の
草
花
に
指
定

さ
れ
た
雪
割
草
に
出
会
え
る

「
越
後
雪
割
草
街
道
」
や
坂
戸

城
跡
の
カ
タ
ク
リ
の
群
生
、
高

田
城
百
万
人
観
桜
会
、
角
田
山

・
弥
彦
山
周
辺
の
山
野
草
な

ど
、
「
天
地
人
」
ゆ
か
り
の
地

と
花
を
巡
る
旅
は
「
こ
の
春
の

一
押
し
」
と
県
観
光
協
会
は
自

信
を
持
っ
て
勧
め
る
。

雪
割
草
は
昨
年
３
月
に
「
県

の
草
花
」と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

大
崎
雪
割
草
の
里（
柏
崎
市
）、

雪
国
博
物
館
（
長
岡
市
）
、
国

営
越
後
丘
陵
公
園
（
同
）
は
越

後
雪
割
草
街
道
で
結
ば
れ
、
連

携
し
な
が
ら
雪
割
草
の
魅
力
を

伝
え
る
。

雪
割
草
は
雪
解
け
を
待
っ
て

一
斉
に
咲
き
出
す
。
「
斜
面
い

っ
ぱ
い
に
、
ま
る
で
宝
石
を
散

ら
し
た
よ
う
に
咲
く
光
景
は
残

雪
の
中
の
春
」
と
も
形
容
さ
れ

る
。

雪
割
草
の
咲
く
３
〜
４
月
に

は
「
越
後
雪
割
草
街
道
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
が
実
施
さ
れ
、
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
豪
華
商
品

が
当
た
る
の
も
魅
力
だ
。

直
江
兼
続
が
仕
え
た
上
杉
景

勝
。
上
田
庄
（
現
在
の
南
魚
沼

市
六
日
町
）
一
体
が
見
渡
せ
る

坂
戸
城
の
藩
主
、
長
尾
政
景
の

子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
そ
の
坂

戸
城
跡
は
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地

と
し
て
知
ら
れ
る
。

見
ご
ろ
は
４
月
中
旬
か
ら
。

Ｊ
Ｒ
六
日
町
駅
か
ら
歩
い
て
２０

分
ほ
ど
で
、
標
高
６
３
４
�
の

坂
戸
山
登
り
口
に
着
く
。
頂
上

ま
で
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
１
時

間
２０
分
ほ
ど
。
山
道
か
ら
ふ
と

周
囲
に
目
を
や
る
と
至
る
所
に

カ
タ
ク
リ
の
群
生
が
。
「
淡
い

紫
色
、
可
憐
な
印
象
の
カ
タ
ク

リ
を
群
生
の
中
か
ら
じ
っ
く
り

と
眺
め
て
ほ
し
い
」
と
関
係
者

は
言
う
。

高
田
城
の
あ
る
高
田
公
園

（
上
越
市
）
の
桜
は
そ
の
数
約

４
千
本
。復
元
さ
れ
た
三
重
櫓
、

堀
に
桜
が
生
え
、
桜
の
ト
ン
ネ

ル
の
よ
う
な
花
ロ
ー
ド
を
そ
ぞ

ろ
歩
く
人
は
１
０
０
万
人
を
超

え
る
。
夜
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
さ
ま
も
美
し
く
、
「
日
本

三
大
夜
桜
」
と
も
称
さ
れ
る
。

百
万
人
観
桜
会
は
高
田
公
園
で

４
月
３
〜
１９
日
ま
で
開
か
れ

る
。
地
元
の
特
産
・
名
産
品
を

販
売
す
る
物
産
展
や
３
０
０
の

露
天
な
ど
が
出
て
賑
わ
う
。

新
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ「
天
地
人
」は
主
人

公
、
直
江
兼
続
ゆ
か
り
の
地
、

新
潟
が
ス
タ
ー
ト
の
舞
台
と
な

り
、
視
聴
率
は
昨
年
の「
篤
姫
」

を
上
回
る
好
調
な
ス
タ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。

幼
少
期
の
兼
続（
樋
口
与
六
）

演
ず
る「
わ
し
は
こ
ん
な
と
こ

来
と
う
は
な
か
っ
た
」
に
涙
さ

れ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
「
こ
ん
な
と
こ
！
」
新

潟
県
で
は
、
今
年
「
う
ま
さ
ぎ

っ
し
り
新
潟
」
を
テ
ー
マ
に
地

場
産
、
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ

た「
安
心
・
安
全
・
美
味
し
い
」

新
潟
の
宿
を
売
り
出
し
て
い
ま

す
。
豊
か
な
新
潟
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
人
情
を
感
じ
る
旅

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

新
潟
は
今
年
「
ト
キ
め
き
新

潟
国
体
」
が
開
催
さ
れ
る
と
と

も
に
、
１０
月
か
ら
始
ま
る
「
新

潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
全
国
展
開
も
あ

り
、
年
間
を
通
し
て
、
新
潟
県

内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押

し
で
す
。

詳
し
く
は
「
に
い
が
た
観
光

ナ
ビ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（h

ttp
:
//w
w
w
.n
iig
ata-k

an
k

ou.or.jp/

）

新
潟
県
は
今
年
を
大
観
光
交

流
年
と
し
て
「
こ
こ
ろ
に
ふ
れ

る
お
も
て
な
し
」
で
皆
さ
ま
を

お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

米どころの新潟、ぬか釜で
炊くご飯はまた格別（写真
左）。写真下は兼続と上杉
景勝が少年期に学問を学ん
だ雲洞庵（南魚沼市）

雪
割
草
、
カ
タ
ク
リ
…

「
天
地
人
」ゆ
か
り
の
地
と

花
め
ぐ
る
旅

３
年
に
一
度
開
催

今
年
は
７
月
か
ら

「
大
地
の
芸
術
祭
」
は
越
後

妻
有
地
域（
新
潟
県
＋
日
町
市
、

津
南
町
）
の
里
山
を
舞
台
に
３

年
に
一
度
開
か
れ
る
世
界
最
大

の
国
際
芸
術
祭
。
今
年
は
、「
越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
０
９
」
と
題
し
、
７
月

２６
日
か
ら
９
月
１３
日
ま
で
開
催

さ
れ
る
。

２６
カ
国
・
地
域
か
ら
約
１
５

０
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加

す
る
。

集
落
や
棚
田
、
森
の
中
に
新

旧
合
わ
せ
て
約
３
０
０
点
の
ア

ー
ト
が
展
示
さ
れ
る
。
２
回
に

渡
っ
て
実
施
さ
れ
た
公
募
（
応

募
総
数
約
６
２
０
点
）
か
ら
選

ば
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
は
じ

め
、
約
１
５
０
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
腕
を
競
う
。

地
域
に
あ
る
も
の
を
生
か
す

と
い
う
芸
術
祭
の
精
神
の
も

と
、
今
回
は
集
落
・
地
域
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
あ
る
学
校（
廃
校
）

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
。

こ
れ
は
「
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
呼
ば
れ
、
例
え
ば
、
絵

本
と
木
の
実
の
美
術
館
と
し
て

旧
真
田
小
を
絵
本
、
民
話
、
農

業
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
美
術
館
に

再
生
す
る
。
田
島
征
三
氏
の
作

品
を
中
心
に
据
え
、
カ
フ
ェ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
様
々
な

活
動
を
生
み
出
す
施
設
を
目
指

す
。こ

の
ほ
か
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
サ

ー
カ
ス
、
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。

大
地
の
芸
術
祭

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
高

田
城
の
桜

（
上
）
と
可

憐
な
雪
割
草

（
左
上
）
、

坂
戸
城
跡
の

カ
タ
ク
リ
群

生
（
左
下
）
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